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本研究は、単位水量の迅速推定方法である高周波加熱法 について、測定の不確かさの要因抽出及び見積を行い、推定値の信頼性を評価することを目的として実施した。高周波加熱法の不確かさの要因として、はかりの精度、細骨材の吸水率、過大粒・過小粒、サンプリング量、繰返し誤差及び個人誤差を挙げ、室内実験を実施し検討した結果、合成した不確かさは3.4kg/m3、拡張不確かさは6.8 kg/m3となった。現在、トラックアジテータから排出されたコンクリートを用いた場合について追加の検討を行っており、原稿に反映する予定である。
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